
(57)【要約】

【課題】　支持部から電動モータと回動軸部を容易に着

脱することができるようにすること。

【解決手段】　支持部と、同支持部に回動自在に支持さ

れる回動軸部と、同回動軸部を回動駆動する回動駆動部

とを具備する歩行型管理機において、回動軸部内に回動

駆動部としての電動モータを設けて、同電動モータと回

動軸部とを一体的に支持部に着脱自在に片持ち支持させ

て取り付けた。このようにして、支持部から電動モータ

と回動軸部を容易に着脱することができるようにした。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 支 持 部 と 、 同 支 持 部 に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 回 動 軸 部 と 、 同 回 動 軸 部 を 回 動 駆 動 す る 回
動 駆 動 部 と を 具 備 す る 歩 行 型 管 理 機 に お い て 、
　 回 動 軸 部 内 に 回 動 駆 動 部 と し て の 電 動 モ ー タ を 設 け て 、 同 電 動 モ ー タ と 回 動 軸 部 と を 一
体 的 に 支 持 部 に 着 脱 自 在 に 片 持 ち 支 持 さ せ て 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 歩 行 型 管 理 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 支 持 部 に 電 動 モ ー タ の 一 側 端 部 を 片 持 ち 支 持 さ せ 、 同 電 動 モ ー タ の 他 側 端 部 か ら 駆 動 軸
を 突 出 さ せ る 一 方 、
　 回 動 軸 部 に 、 左 右 方 向 に 軸 線 を 向 け た 筒 状 の 回 動 軸 部 本 体 と 、 同 回 動 軸 部 本 体 内 の 中 心
部 に 設 け た 駆 動 軸 連 結 体 と を 具 備 さ せ て 、
　 上 記 電 動 モ ー タ の 外 周 位 置 に 回 動 軸 部 本 体 を 嵌 合 状 態 に 配 置 す る と 共 に 、 同 電 動 モ ー タ
の 駆 動 軸 に 駆 動 軸 連 結 体 を 着 脱 自 在 に 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 歩 行 型 管
理 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 片 持 ち 支 持 さ れ た 回 動 軸 部 の 自 由 端 部 に は 、 延 長 用 回 動 軸 部 を 同 軸 的 に か つ 着 脱 自 在 に
取 り 付 け 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 歩 行 型 管 理 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 歩 行 型 管 理 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 歩 行 型 管 理 機 の 一 形 態 と し て 、 支 持 部 と 、 同 支 持 部 に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 回 動
軸 部 と 、 同 回 動 軸 部 を 回 動 駆 動 す る 回 動 駆 動 部 と を 具 備 す る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 か か る 歩 行 型 管 理 機 で は 、 支 持 部 の 下 端 部 に 左 右 方 向 に 軸 線 を 向 け た 回 動 軸 部
の 左 ・ 右 側 端 部 を 回 動 自 在 に 架 設 し て お り 、 同 回 動 軸 部 は 、 支 持 部 に 別 途 支 持 さ せ た 回 動
駆 動 部 に よ り 回 動 駆 動 す る よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ３ ７ ４ ４ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 上 記 し た 歩 行 型 管 理 機 で は 、 回 動 軸 部 の 左 右 側 両 端 部 を 支 持 部 の 下 端 部 に 回
動 自 在 に 架 設 し て い る た め 、 作 業 条 件 等 に 応 じ て 回 動 軸 部 を 付 け 替 え た り 、 メ ン テ ナ ン ス
を 行 う た め に 回 動 軸 部 を 取 り 外 し た り す る 作 業 が 煩 雑 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か も 、 回 動 軸 部 と 取 り 外 す 際 に は 、 回 動 駆 動 部 と の 連 結 も 解 除 す る 必 要 性 が あ り 、 こ
の 点 か ら も 回 動 軸 部 の 取 り 外 し 作 業 が 煩 雑 に な っ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 支 持 部 と 、 同 支 持 部 に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 回 動 軸 部 と 、 同 回 動
軸 部 を 回 動 駆 動 す る 回 動 駆 動 部 と を 具 備 す る 歩 行 型 管 理 機 に お い て 、 回 動 軸 部 内 に 回 動 駆
動 部 と し て の 電 動 モ ー タ を 設 け て 、 同 電 動 モ ー タ と 回 動 軸 部 と を 一 体 的 に 支 持 部 に 着 脱 自
在 に 片 持 ち 支 持 さ せ て 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 歩 行 型 管 理 機 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 以 下 の 構 成 に も 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ １ ） 支 持 部 に 電 動 モ ー タ の 一 側 端 部 を 片 持 ち 支 持 さ せ 、 同 電 動 モ ー タ の 他 側 端 部 か ら
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駆 動 軸 を 突 出 さ せ る 一 方 、 回 動 軸 部 に 、 左 右 方 向 に 軸 線 を 向 け た 筒 状 の 回 動 軸 部 本 体 と 、
同 回 動 軸 部 本 体 内 の 中 心 部 に 設 け た 駆 動 軸 連 結 体 と を 具 備 さ せ て 、 上 記 電 動 モ ー タ の 外 周
位 置 に 回 動 軸 部 本 体 を 嵌 合 状 態 に 配 置 す る と 共 に 、 同 電 動 モ ー タ の 駆 動 軸 に 駆 動 軸 連 結 体
を 着 脱 自 在 に 連 結 し た こ と 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ ２ ） 片 持 ち 支 持 さ れ た 回 動 軸 部 の 自 由 端 部 に は 、 延 長 用 回 動 軸 部 を 同 軸 的 に か つ 着 脱
自 在 に 取 り 付 け 可 能 と し た こ と 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ １ ） 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 で は 、 支 持 部 と 、 同 支 持 部 に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 回 動 軸
部 と 、 同 回 動 軸 部 を 回 動 駆 動 す る 回 動 駆 動 部 と を 具 備 す る 歩 行 型 管 理 機 に お い て 、 回 動 軸
部 内 に 回 動 駆 動 部 と し て の 電 動 モ ー タ を 設 け て 、 同 電 動 モ ー タ と 回 動 軸 部 と を 一 体 的 に 支
持 部 に 着 脱 自 在 に 片 持 ち 支 持 さ せ て 取 り 付 け て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に し て 、 回 動 軸 部 内 に 回 動 駆 動 部 と し て の 電 動 モ ー タ を 設 け て 、 同 電 動 モ ー タ
と 回 動 軸 部 と を 一 体 的 に 支 持 部 に 着 脱 自 在 に 片 持 ち 支 持 さ せ て 取 り 付 け て い る た め 、 同 支
持 部 か ら 電 動 モ ー タ と 回 動 軸 部 を 容 易 に 着 脱 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か も 、 電 動 モ ー タ は 回 動 軸 部 内 に 設 け て い る た め 、 両 者 を ア ッ セ ン ブ リ と し て 支 持 部
に 着 脱 す る こ と が で き て 、 こ の 点 か ら も 回 動 軸 部 の 着 脱 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ２ ） 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 で は 、 支 持 部 に 電 動 モ ー タ の 一 側 端 部 を 片 持 ち 支 持 さ せ 、
同 電 動 モ ー タ の 他 側 端 部 か ら 駆 動 軸 を 突 出 さ せ る 一 方 、 回 動 軸 部 に 、 左 右 方 向 に 軸 線 を 向
け た 筒 状 の 回 動 軸 部 本 体 と 、 同 回 動 軸 部 本 体 内 の 中 心 部 に 設 け た 駆 動 軸 連 結 体 と を 具 備 さ
せ て 、 上 記 電 動 モ ー タ の 外 周 位 置 に 回 動 軸 部 本 体 を 嵌 合 状 態 に 配 置 す る と 共 に 、 同 電 動 モ
ー タ の 駆 動 軸 に 駆 動 軸 連 結 体 を 着 脱 自 在 に 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に し て 、 電 動 モ ー タ の 駆 動 軸 に 駆 動 軸 連 結 体 を 着 脱 自 在 に 連 結 し て い る た め 、
電 動 モ ー タ か ら 回 動 軸 部 本 体 を 取 り 外 す こ と に よ り 、 同 回 動 軸 部 本 体 の 取 り 替 え 作 業 や 電
動 モ ー タ の メ ン テ ナ ン ス 作 業 等 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ３ ） 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 で は 、 片 持 ち 支 持 さ れ た 回 動 軸 部 の 自 由 端 部 に は 、 延 長 用
回 動 軸 部 を 同 軸 的 に か つ 着 脱 自 在 に 取 り 付 け 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 片 持 ち 支 持 さ れ た 回 動 軸 部 の 自 由 端 部 に は 、 延 長 用 回 動 軸 部 を 同 軸 的
に か つ 着 脱 自 在 に 取 り 付 け 可 能 と し て い る た め 、 同 回 動 軸 部 に 延 長 用 回 動 軸 部 を 着 脱 す る
こ と に よ り 、 回 動 軸 幅 を 作 業 条 件 に 適 応 さ せ て 適 宜 調 節 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 幅 広
い 農 作 業 に 効 率 良 く 対 応 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 1及 び 図 ２ に 示 す Ａ は 、 本 発 明 に 係 る 歩 行 型 管 理 機 と し て の 歩 行 型 耕 耘 機 で あ り 、 同
歩 行 型 耕 耘 機 Ａ は 、 支 持 部 １ と 、 同 支 持 部 １ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 耕 耘 軸 部 ２ と 、 同 耕
耘 軸 部 ２ に 内 蔵 さ れ て 耕 耘 軸 部 ２ を 回 動 駆 動 す る 回 動 駆 動 部 ３ （ 図 ５ 参 照 ） と を 具 備 し て
い る 。 Ｍ は 作 業 者 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 に 、 支 持 部 １ と 耕 耘 軸 部 ２ と 回 動 駆 動 部 ３ の 構 造 を 、 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 〔 支 持 部 １ の 説 明 〕
  支 持 部 1は 、 図 1及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 回 動 軸 部 と し て の 耕 耘 軸 部 ２ を 支 持 す る 支 持 部
本 体 ４ と 、 同 支 持 部 本 体 ４ よ り 上 方 へ 伸 延 す る 支 持 部 中 間 体 ５ と 、 同 支 持 部 中 間 体 ５ の 上
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端 部 よ り 後 方 へ 伸 延 す る 把 持 体 ６ と を 具 備 し て お り 、 同 把 持 体 ６ を ハ ン ド ル と な し て い る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 支 持 部 本 体 ４ は 、 上 下 方 向 に 伸 延 す る 上 下 伸 延 片 ７ と 、 同 上 下 伸 延 片 ７ の 上 端
部 に 右 側 端 部 を 直 交 状 態 に 連 結 し て 左 右 方 向 に 伸 延 す る 左 右 伸 延 片 ８ と か ら 形 成 し て お り
、 こ れ ら 伸 延 片 7,8は 中 空 パ イ プ 体 の 中 途 部 を 直 角 に 屈 曲 さ せ て 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 支 持 部 中 間 体 ５ は 、 上 記 支 持 部 本 体 ４ の 左 右 伸 延 片 ８ に 固 設 し た 支 持 台 ９ と 、 同
支 持 台 ９ に 下 端 部 を 固 設 し て 上 下 方 向 に 伸 延 す る 中 間 本 体 10と 、 同 中 間 本 体 10の 下 部 に 取
付 体 11を 介 し て 取 り 付 け た 抵 抗 棒 12と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 支 持 台 ９ は 、 バ ッ テ リ ー （ 図 示 せ ず ） を 内 蔵 す る バ ッ テ リ ー ケ ー ス 13と 中 間 本 体 10と を
支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 中 間 本 体 10は 、 上 下 方 向 に 伸 延 す る 中 空 パ イ プ 状 の 下 半 部 片 14と 、 同 下 半 部 片 14中 に 抜
き 差 し 自 在 で か つ 上 下 方 向 に 伸 延 す る 中 空 パ イ プ 状 の 上 半 部 片 15と 、 両 上 ・ 下 半 部 片 15,1
4を 伸 縮 調 節 す る 調 節 体 16と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 調 節 体 16は 、 図 ３ 及 び 図 ４ に も 示 す よ う に 、 挟 持 片 17の 中 途 部 17aを 下 半 部 片 14の 上 部
の 外 周 面 に 沿 わ せ て 円 弧 状 に 形 成 す る と 共 に 、 同 中 途 部 17aの 左 ・ 右 側 端 部 17b,17bを 左 右
に 平 行 さ せ て 後 方 へ 伸 延 さ せ て 対 向 配 置 し 、 両 左 ・ 右 側 端 部 17b、 17bに 左 右 方 向 に 軸 線 を
向 け た 挟 持 ボ ル ト 18を 貫 通 さ せ て 、 右 側 端 部 17bよ り 外 方 へ 貫 通 し た 挟 持 ボ ル ト 18の 先 端
部 に 雌 ネ ジ 片 19を 螺 着 し 、 同 雌 ネ ジ 片 19に 回 動 操 作 片 20を 取 り 付 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 下 半 部 片 14の 上 部 に は 、 上 下 方 向 に 伸 延 す る 複 数 （ 本 実 施 例 で は 三 個 ） の 縦 溝
21,21,21を 円 周 方 向 に 間 隔 を 開 け て 形 成 し て 、 同 下 半 部 片 14の 上 部 を 半 径 方 向 に 拡 縮 自 在
と な し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 回 動 操 作 片 20を 介 し て 雌 ネ ジ 片 19を 正 ・ 逆 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 挟
持 ボ ル ト 18を 介 し て 左 ・ 右 側 端 部 17b,17b同 士 を 接 近 ・ 離 隔 調 節 し て 、 下 半 部 片 14の 上 部
を 拡 縮 調 節 す る こ と が で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 従 っ て 、 下 半 部 片 14に 差 し 込 ん で い る 上 半 部 片 15を 伸 縮 調 節 す る 際 に は 、 上 記 し た よ う
に 回 動 操 作 片 20を 操 作 し て 下 半 部 片 14を 拡 径 調 節 し 、 同 状 態 に て 上 半 部 片 15を 適 宜 上 下 方
向 に ス ラ イ ド さ せ 、 そ の 後 、 回 動 操 作 片 20を 操 作 し て 下 半 部 片 14を 縮 径 調 節 し て 、 上 半 部
片 15を 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 下 半 部 片 14の 中 途 部 に は 、 左 右 方 向 に 伸 延 す る バ ッ テ リ ー ケ ー ス 係 止 体 22の 中 途
部 を 前 後 方 向 に 軸 線 を 向 け た 枢 支 ピ ン 23を 介 し て 枢 支 し て お り 、 同 バ ッ テ リ ー ケ ー ス 係 止
体 22の 左 側 端 部 に フ ッ ク 状 の 係 止 片 24を 形 成 す る 一 方 、 バ ッ テ リ ー ケ ー ス 係 止 体 22の 右 側
端 部 に 操 作 片 25を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 し か も 、 枢 支 ピ ン 23に ト ル ク バ ネ 26を 取 り 付 け て 、 同 ト ル ク バ ネ 26に よ り バ ッ テ リ ー ケ
ー ス 係 止 体 22を 係 止 片 24の 係 止 方 向 （ 図 ４ に お い て 、 枢 支 ピ ン 23を 中 心 と す る 反 時 計 廻 り
） に 回 動 す る よ う に 弾 性 付 勢 し て い る 。 34は 、 バ ッ テ リ ー ケ ー ス 13の 上 動 を 規 制 す る 上 動
規 制 ピ ン で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 前 記 し た バ ッ テ リ ー ケ ー ス 13の 後 面 中 央 部 に は 、 下 半 部 片 14が 嵌 入 可 能 な 凹 条
部 27を 上 下 方 向 に 伸 延 さ せ て 形 成 し 、 同 凹 条 部 27を 中 心 に し て 後 面 左 側 部 に ポ ケ ッ ト 状 の
係 止 片 受 体 28を 設 け る 一 方 、 後 面 右 側 部 に 操 作 片 受 体 29を 設 け て い る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 バ ッ テ リ ー ケ ー ス 13の 下 端 前 中 央 部 に 係 合 片 30を 下 方 へ 突 設 す る 一 方 、 バ ッ テ
リ ー ケ ー ス 13の 上 端 部 に 取 っ 手 片 31を 設 け て い る 。 32は 、 バ ッ テ リ ー ケ ー ス 13に 設 け た メ
イ ン ス イ ッ チ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に し て 、 バ ッ テ リ ー ケ ー ス 13を 支 持 台 ９ 上 に 取 り 付 け る 際 に は 、 支 持 台 ９ 上 に
バ ッ テ リ ー ケ ー ス 13を 載 置 し て 、 同 支 持 台 ９ の 前 端 部 に 設 け た 係 合 受 片 33に 係 合 片 30を 係
合 さ せ る と 共 に 、 下 半 部 片 14に バ ッ テ リ ー ケ ー ス 13の 凹 条 部 27を 嵌 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 際 、 図 ４ に 一 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 バ ッ テ リ ー ケ ー ス 係 止 体 22の 操 作 片 25を ト ル ク
バ ネ 26の 弾 性 付 勢 に 抗 し て 下 方 へ 押 し 下 げ る こ と に よ り 、 同 バ ッ テ リ ー ケ ー ス 係 止 体 22の
係 止 片 24を 上 方 へ 引 き 上 げ て お き 、 同 係 止 片 24に 係 止 片 受 体 28が 干 渉 し な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 下 半 部 片 14に バ ッ テ リ ー ケ ー ス 13の 凹 条 部 27を 嵌 合 さ せ た 後 に 、 操 作 片 25か ら
手 を 離 す と 、 ト ル ク バ ネ 26の 弾 性 付 勢 力 に よ り バ ッ テ リ ー ケ ー ス 係 止 体 22が 回 動 し て 係 止
片 24が 係 止 片 受 体 28に 係 止 さ れ る と 共 に 、 操 作 片 25が 操 作 片 受 体 29に 下 方 か ら 当 接 し て 、
バ ッ テ リ ー ケ ー ス 係 止 体 22の 回 動 が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ の 結 果 、 バ ッ テ リ ケ ー ス 13が 係 止 片 受 体 28を 介 し て 係 止 片 24に 係 止 さ れ て 、 支 持 台 ９
と 下 半 部 片 14に 固 定 さ れ た 状 態 と な り 、 バ ッ テ リ ー ケ ー ス 13を 支 持 台 ９ 上 に 簡 単 に 取 り 付
け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 バ ッ テ リ ー ケ ー ス 13を 支 持 台 ９ 上 か ら 取 り 外 す 際 に は 、 上 記 し た 取 り 付 け 手 順 と
は 反 対 の 手 順 を た ど る こ と よ り 、 簡 単 に 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 把 持 体 ６ は 、 上 半 部 片 15の 上 端 部 に 連 設 し て お り 、 同 把 持 体 ６ の 下 側 に は 手 元 ス イ ッ チ
35を 沿 わ せ て 配 置 し て お り 、 同 手 元 ス イ ッ チ 35は 、 把 持 体 ６ と 一 緒 に 把 持 す る と Ｏ Ｎ 状 態
と な っ て 、 後 述 す る 回 動 駆 動 部 ３ を 始 動 さ せ る こ と が で き る 一 方 、 把 持 体 ６ を 把 持 し て い
る 手 を 弛 め る と Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 と な っ て 、 回 動 駆 動 部 ３ を 停 止 さ せ る こ と が で き る よ う に し て
い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 か か る 手 元 ス イ ッ チ 35に よ る 回 動 駆 動 部 ３ の 始 動 ・ 停 止 操 作 は 、 バ ッ テ リ ー ケ ー
ス 13に 設 け た メ イ ン ス イ ッ チ 32を Ｏ Ｎ 状 態 に す る こ と に よ り 可 能 と な り 、 同 メ イ ン ス イ ッ
チ 32を Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に し て お く と 、 手 元 ス イ ッ チ 35を 操 作 し て も 回 動 駆 動 部 ３ は 始 動 し な い
よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 〔 耕 耘 軸 部 ２ の 説 明 〕
  耕 耘 軸 部 ２ は 、 図 1、 図 ２ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 前 記 し た 支 持 部 本 体 ４ に 設 け た 上 下
伸 延 片 ７ の 下 端 部 に 、 左 右 方 向 に 軸 線 を 向 け た 右 側 回 動 支 軸 40を 取 り 付 け 、 同 右 側 回 動 支
軸 40の 外 周 に 右 側 ベ ア リ ン グ 42を 介 し て 右 側 耕 耘 軸 支 持 体 76を 設 け る 一 方 、 右 側 回 動 支 軸
40に 後 述 す る 電 動 モ ー タ 60と 減 速 機 構 61と を 同 軸 的 に 取 り 付 け 、 同 減 速 機 構 61に 、 左 右 方
向 に 軸 線 を 向 け た 左 側 回 動 支 軸 77を 取 り 付 け て 、 同 左 側 回 動 支 軸 77の 外 周 に 左 側 ベ ア リ ン
グ 78を 介 し て 駆 動 軸 連 結 体 と し て の 左 側 耕 耘 軸 支 持 体 79を 設 け 、 左 ・ 右 側 耕 耘 軸 支 持 体 79
,76間 に 耕 耘 軸 41を 架 設 す る と 共 に 、 ビ ス 81,80に よ り 着 脱 自 在 に 取 り 付 け て 、 同 耕 耘 軸 41
を 左 ・ 右 側 回 動 支 軸 40,77の 軸 線 廻 り に 回 動 自 在 と な し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ こ で 、 右 側 回 動 支 軸 40の 外 側 端 部 に は 雄 ネ ジ 部 53を 形 成 し て 、 同 雄 ネ ジ 部 53を 上 下 伸
延 片 ７ の 下 端 部 に 形 成 し た 挿 通 孔 54中 に 挿 通 し 、 同 挿 通 孔 54か ら 外 側 方 へ 突 出 す る 雄 ネ ジ
部 53の 部 分 に ワ ッ シ ャ 55を 介 し て 雌 ネ ジ 体 56を 螺 着 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 こ の よ う に し て 、 雌 ネ ジ 体 56を 着 脱 す る こ と に よ り 、 支 持 部 本 体 ４ に 右 側 回 動 支 軸 40を
介 し て 耕 耘 軸 41を 着 脱 自 在 と な し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 し か も 、 図 １ に 示 す よ う に 、 側 面 視 に て 上 下 方 向 に 伸 延 す る 中 間 本 体 10の 軸 線 L1の 近 傍
位 置 に 、 上 記 回 動 支 軸 の 軸 線 L2を 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 耕 耘 軸 41は 、 左 ・ 右 側 耕 耘 軸 支 持 体 79,76の 外 側 に そ れ ぞ れ 左 ・ 右 端 壁 体 82,43を 取 り 付
け 、 両 端 壁 体 82,43の 外 周 縁 部 間 に 円 筒 状 の 回 動 軸 本 体 と し て の 耕 耘 軸 本 体 44を 介 設 し 、
同 耕 耘 軸 本 体 44の 外 周 面 に 耕 耘 爪 取 付 片 45を 介 し て 多 数 の 耕 耘 爪 46を 同 一 円 周 方 向 に 間 隔
を 開 け て 取 り 付 け る と 共 に 、 軸 線 方 向 に も 間 隔 を 開 け て 取 り 付 け て い る 。 47は 耕 耘 爪 取 付
ボ ル ト で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 右 側 回 動 支 軸 40に は 泥 土 等 侵 入 防 止 体 48を 取 り 付 け て 、 耕 耘 軸 41内 に 泥 土 等 が 侵
入 す る の を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 す な わ ち 、 泥 土 等 侵 入 防 止 体 48は 、 右 側 回 動 支 軸 40の 外 周 面 に 取 り 付 け て 右 側 端 壁 体 43
の 外 側 方 を 被 覆 す る リ ン グ 状 の 端 壁 体 被 覆 片 49と 、 同 端 壁 体 被 覆 片 49の 周 縁 部 よ り 耕 耘 軸
本 体 44側 に 伸 延 し て 、 同 耕 耘 軸 本 体 44の 外 周 面 の 外 周 を 重 合 状 態 に 被 覆 す る 筒 状 の 回 転 軸
本 体 被 覆 片 50と 、 上 記 端 壁 体 被 覆 片 49に 取 り 付 け て 、 同 端 壁 体 被 覆 片 49と 右 側 端 壁 体 43と
の 間 の 空 間 51を 遮 断 す る 遮 断 片 52と か ら 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 回 転 軸 本 体 被 覆 片 50の 内 周 面 と 耕 耘 軸 本 体 44の 外 周 面 と の 間 の 間 隙 か
ら 泥 土 等 が 侵 入 し た と し て も 、 遮 断 片 52に よ り 侵 入 泥 土 等 が 右 側 回 動 支 軸 40の 外 周 面 に ま
で 到 達 す る の を 防 止 し て 、 後 述 す る 回 動 駆 動 部 ３ 内 に 泥 土 等 が 侵 入 す る こ と に よ り 、 同 回
動 駆 動 部 ３ が 損 傷 等 さ れ る と い う 不 具 合 の 発 生 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 左 端 壁 体 82は 、 キ ャ ッ プ 状 の 端 壁 体 被 覆 片 83に よ り 被 覆 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 〔 回 動 駆 動 部 ３ の 説 明 〕
  回 動 駆 動 部 ３ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 電 動 モ ー タ 60と 減 速 機 構 61と を 具 備 し て お り 、 上
下 伸 延 片 ７ の 下 端 部 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け た 右 側 回 動 支 軸 40に 、 電 動 モ ー タ 60の 右 側 端 部
を 連 設 す る 一 方 、 同 電 動 モ ー タ 60の 左 端 部 よ り 左 側 方 へ 向 け て 駆 動 軸 62を 突 出 さ せ て 、 同
駆 動 軸 62と 耕 耘 軸 本 体 44と を 減 速 機 構 61を 介 し て 着 脱 自 在 に 連 動 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 減 速 機 構 61は 、 二 段 階 減 速 を 行 う 遊 星 歯 車 機 構 と な し て お り 、 駆 動 軸 62に 第 １ サ ン ギ ヤ
63を 同 軸 的 に 取 り 付 け 、 同 第 １ サ ン ギ ヤ 63の 外 周 に 第 １ イ ン ナ ー ギ ヤ 64を ギ ヤ 支 持 体 65を
介 し て 電 動 モ ー タ 60に 支 持 さ せ て 配 置 し 、 同 第 １ イ ン ナ ー ギ ヤ 64と 第 １ サ ン ギ ヤ 63と の 間
に 複 数 個 の 第 １ プ ラ イ マ リ ー ギ ヤ 66を 噛 合 さ せ 、 こ れ ら の 第 １ プ ラ イ マ リ ー ギ ヤ 66を キ ャ
リ ヤ 67に よ り 一 体 的 に 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 そ し て 、 上 記 キ ャ リ ヤ 67に 第 ２ サ ン ギ ヤ 68を 設 け 、 同 第 ２ サ ン ギ ヤ 68に 複 数 個 の 第 ２ プ
ラ イ マ リ ー ギ ヤ 69を 噛 合 さ せ る と 共 に 、 各 第 ２ プ ラ イ マ リ ー ギ ヤ 69を 、 上 記 ギ ヤ 支 持 体 65
と 、 左 側 の 回 動 支 軸 40に 形 成 し た 鍔 状 の ギ ヤ 支 持 片 70と の 間 に 回 転 自 在 に 取 り 付 け 、 こ れ
ら の 第 ２ プ ラ イ マ リ ー ギ ヤ 69の 外 周 に 第 ２ イ ン ナ ー ギ ヤ 71を 噛 合 さ せ る と 共 に 、 同 第 ２ イ
ン ナ ー ギ ヤ 71の 外 周 面 を 耕 耘 軸 本 体 44の 内 周 面 に 当 接 さ せ 、 同 第 ２ イ ン ナ ー ギ ヤ 71を 前 記
左 側 軸 支 持 体 79に 取 り 付 け て 、 左 ・ 右 側 軸 支 持 体 79,76に 耕 耘 軸 本 体 44を 着 脱 自 在 に 取 り
付 け て い る 。 72は 第 １ プ ラ イ マ リ ー ギ ヤ 支 軸 、 73は 第 ２ サ ン ギ ヤ 支 軸 、 74は 第 ２ プ ラ イ マ
リ ー ギ ヤ 支 軸 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ こ で 、 駆 動 軸 62と 第 １ サ ン ギ ヤ 63と 第 ２ サ ン ギ ヤ 68と 第 ２ サ ン ギ ヤ 支 軸 73は 、 同 一 軸
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線 上 に 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 バ ッ テ リ ー に 電 動 モ ー タ 60を 接 続 し て い る 電 気 コ ー ド 75は 、 図 １ ， 図 ２ 及 び 図 ５
に 示 す よ う に 、 中 空 パ イ プ 状 の 支 持 部 本 体 ４ 中 と 、 右 側 回 動 支 軸 40の 中 心 部 に 形 成 し た コ
ー ド 挿 通 孔 57と を 通 し て 配 線 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 片 持 ち 支 持 さ れ た 耕 耘 軸 部 ２ の 自 由 端
部 に は 、 延 長 用 回 動 軸 部 と し て の 延 長 用 耕 耘 軸 部 84を 同 軸 的 に か つ 着 脱 自 在 に 取 り 付 け 可
能 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 す な わ ち 、 耕 耘 軸 部 ２ の 自 由 端 部 で あ る 左 端 壁 体 82の 中 心 部 に は 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す
よ う に 、 接 続 用 の 雌 ネ ジ 部 85を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 一 方 、 延 長 用 耕 耘 軸 部 84は 、 耕 耘 軸 本 体 44と 同 一 外 径 の 筒 状 に 形 成 し た 延 長 用 耕 耘 軸 本
体 86の 外 周 面 に 耕 耘 爪 取 付 片 45を 介 し て 耕 耘 爪 46を 取 り 付 け る 一 方 、 同 延 長 用 耕 耘 軸 本 体
86の 内 周 面 に 連 結 体 87を 取 り 付 け 、 同 連 結 体 87の 中 央 部 に ボ ル ト 挿 通 孔 88を 形 成 し て い る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ し て 、 延 長 用 耕 耘 軸 本 体 86の 内 側 端 部 に は 回 り 止 め 係 合 片 86aを 延 設 し て 、 同 回 り 止
め 係 合 片 86aを 左 端 壁 体 82の 周 面 に 形 成 し た 回 り 止 め 被 係 合 片 （ 図 示 せ ず ） に 係 合 さ せ る
こ と に よ り 、 延 長 用 耕 耘 軸 本 体 86が 耕 耘 軸 本 体 44に 対 し て 相 対 的 に 回 動 す る の を 規 制 す る
こ と が で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 耕 耘 軸 部 ２ に 延 長 用 耕 耘 軸 部 84を 連 結 す る 際 に は 、 ま ず 、 延 長 用 耕 耘
軸 部 84の 自 由 端 部 で あ る 左 側 端 部 に 取 り 付 け た 端 壁 体 被 覆 片 83を 取 り 外 す こ と に よ り 、 左
端 壁 体 82の 中 心 部 に 形 成 し た 接 続 用 の 雌 ネ ジ 部 85を 露 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 左 端 壁 体 82の 外 側 面 に 連 結 体 87の 外 側 面 を 面 接 触 さ せ る と 共 に 、 回 り 止 め 係 合 片
86aを 左 端 壁 体 82の 周 面 に 形 成 し た 回 り 止 め 被 係 合 片 に 係 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 同 状 態 に て 、 連 結 体 87の 中 央 部 に 形 成 し た ボ ル ト 挿 通 孔 88が 、 左 端 壁 体 82の 雌 ネ ジ 部 85
と 符 合 し て い る こ と よ り 、 同 ボ ル ト 挿 通 孔 88を 通 し て 雌 ネ ジ 部 85に 連 結 ボ ル ト 89を 螺 着 す
る こ と に よ り 、 耕 耘 軸 部 ２ に 延 長 用 耕 耘 軸 部 84を 連 結 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 上 記 と は 逆 の 手 順 を た ど る こ と に よ り 、 耕 耘 軸 部 ２ か ら 延 長 用 耕 耘 軸 部 84を 取 り
外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 従 っ て 、 耕 耘 軸 部 ２ に 延 長 用 耕 耘 軸 部 84を 着 脱 す る こ と に よ り 、 耕 耘 軸 幅 を 作 業 条 件 に
適 応 さ せ て 適 宜 調 節 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 幅 広 い 農 作 業 に 効 率 良 く 対 応 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ７ (a)に 示 す よ う な 耕 耘 作 業 形 態 と 、 図 ７ (b)に 示 す よ う な
播 種 用 溝 成 形 作 業 形 態 と の 間 で 、 作 業 形 態 を 容 易 に 変 更 可 能 と な し て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 す な わ ち 、 耕 耘 軸 本 体 44の 外 周 面 に 耕 耘 爪 取 付 片 45を 介 し て 耕 耘 爪 取 付 ボ ル ト 47に よ り
取 り 付 け た 耕 耘 爪 46を 取 り 外 し 、 同 状 態 に て 耕 耘 軸 本 体 44の 外 周 に 播 種 用 溝 成 形 体 90を 着
脱 自 在 に 取 り 付 け 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ し て 、 播 種 用 溝 成 形 体 90は 、 耕 耘 爪 取 付 片 45を 具 備 す る 耕 耘 軸 本 体 44の 外 周 を 被 覆 可
能 な 筒 状 片 91と 、 同 筒 状 片 91の 外 周 面 中 央 部 に 一 体 成 形 し た 溝 成 形 用 凸 条 片 92と 、 同 筒 状
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片 91の 左 側 端 周 縁 部 に 一 体 成 形 し た 左 側 端 壁 形 成 片 93と か ら 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の よ う に し て 、 耕 耘 爪 46を 取 り 外 し た 耕 耘 軸 本 体 44に 播 種 用 溝 成 形 体 90を 嵌 合 し て 被
覆 す る と 共 に 、 同 播 種 用 溝 成 形 体 90の 左 側 端 壁 形 成 片 93を 固 定 ボ ル ト 94,94に よ り 左 端 壁
体 82に 固 定 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 上 記 の よ う に 構 成 し て い る も の で あ り 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 別
途 、 以 下 の よ う な 作 用 ・ 効 果 が 生 起 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 （ １ ） 支 持 部 １ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 耕 耘 軸 部 ２ に 、 同 耕 耘 軸 部 ２ を 回 動 駆 動 す る 回
動 駆 動 部 ３ を 内 蔵 さ せ て い る た め 、 動 力 伝 機 構 を 必 要 最 低 限 に コ ン パ ク ト 化 す る こ と が で
き て 、 歩 行 型 耕 耘 機 Ａ 自 体 を 軽 量 か つ コ ン パ ク ト 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 従 っ て 、 一 般 家 庭 の 女 性 や 老 人 で も 簡 単 に 使 用 す る こ と が で き て 、 楽 に 耕 耘 作 業 を 行 う
こ と が で き る 。 し か も 、 歩 行 型 耕 耘 機 が コ ン パ ク ト で あ る た め 、 一 般 家 庭 に お い て も 歩 行
型 耕 耘 機 Ａ の 収 納 ス ペ ー ス に 事 欠 く こ と が な い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 （ ２ ） 支 持 部 １ に 耕 耘 軸 部 ２ を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け て い る た め 、 駆 動 力 の 異 な る 回 動 駆
動 部 ３ を 内 蔵 し た 耕 耘 軸 部 ２ を 複 数 用 意 し て お く こ と に よ り 、 所 要 の 耕 耘 軸 部 ２ に 付 け 替
え る だ け で 、 所 要 の 耕 耘 作 業 を 適 宜 行 う こ と が で き る と 共 に 、 耕 耘 軸 部 ２ の メ ン テ ナ ン ス
等 も 楽 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 （ ３ ） 電 動 モ ー タ 60に よ り 耕 耘 軸 部 ２ を 駆 動 す る よ う に し て い る た め 、 騒 音 や 振 動 の 発
生 を 抑 制 す る こ と が で き る と 共 に 、 排 気 ガ ス の 発 生 を な く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 （ ４ ） 比 較 的 重 量 物 で あ る バ ッ テ リ ー を 支 持 部 １ の 下 部 に 取 り 付 け て い る た め 、 同 バ ッ
テ リ ー を 耕 耘 軸 部 ２ が 耕 耘 爪 46を 介 し て 圃 場 面 か ら 受 け る 反 力 に よ り 跳 ね 上 が る の を 抑 制
す る ウ エ イ ト と し て も 有 効 利 用 す る こ と が で き て 、 耕 耘 機 能 を 安 定 化 さ せ る こ と が で き 、
耕 耘 作 業 能 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 （ ５ ） 側 面 視 に て 上 下 方 向 に 伸 延 す る 中 間 本 体 10の 軸 線 L1の 近 傍 位 置 に 、 右 側 回 動 支 軸
40の 軸 線 L2を 配 置 し て い る た め 、 中 間 本 体 10の 上 端 部 に 設 け た 把 持 体 ６ を 把 持 し て 行 う ハ
ン ド ル 操 作 を 楽 に 行 う こ と が で き て 、 作 業 者 の 疲 労 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、
一 般 家 庭 の 女 性 や 老 人 で も 長 時 間 耕 耘 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 （ ６ ） 中 間 本 体 10を 調 節 体 16に よ り 上 下 方 向 に 伸 縮 調 節 自 在 と な し て い る た め 、 作 業 者
の 体 格 等 に 応 じ て 中 間 本 体 10を 適 宜 伸 縮 調 節 す る こ と に よ り 、 作 業 者 は 楽 な 姿 勢 で 耕 耘 作
業 を 行 う こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 こ の 点 か ら も 作 業 者 の 疲 労 の 軽 減 を 図 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 収 納 時 に は 、 中 間 本 体 10を 調 節 体 16に よ り 最 短 状 態 に 収 縮 さ せ る こ と に よ り 、 歩
行 型 耕 耘 機 Ａ の 収 容 ス ペ ー ス の 削 減 を 図 る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 歩 行 型 耕 耘 機 の 側 面 説 明 図 。
【 図 ２ 】 同 歩 行 型 耕 耘 機 の 正 面 図 。
【 図 ３ 】 支 持 部 の 断 面 平 面 図 。
【 図 ４ 】 同 支 持 部 の 背 面 説 明 図 。
【 図 ５ 】 耕 耘 軸 部 の 断 面 正 面 図 。
【 図 ６ 】 延 長 用 耕 耘 軸 部 の 取 付 説 明 図 。
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【 図 ７ 】 他 の 実 施 形 態 の 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 Ａ 　 歩 行 型 耕 耘 機
　 １ 　 支 持 部
　 ２ 　 耕 耘 軸 部
　 ３ 　 回 動 駆 動 部
　 ４ 　 支 持 部 本 体
　 ５ 　 支 持 部 中 間 体
　 ６ 　 把 持 体 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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